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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、市中肺炎のため入院した高齢者に対する早期リハビリテー

ションを実施する上で activities of daily living（ADL）回復に必要となる身

体活動量の目標値の設定を目指したもので、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

単施設において市中肺炎の診断で入院した 65 歳以上の高齢者 87 名を

対象とし、3軸加速度計（active PALTM3μ）を用いて第 3～10 病日の身体

活動量（離床時間・歩行時間・歩行数）を記録した。ADL評価は functional 

independent measure（mFIM）を使用し、入院時と第 10病日との比較で改

善率を算出した。身体活動量に影響を及ぼす因子および ADL改善と関連

する因子について重回帰分析で解析したもので、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、高齢市中肺炎患者の入院早期における身体

活動量は入院時の mFIM と酸素療法の有無に影響され、ADL改善には歩

行時間、入院時の精神機能・下肢筋力・mFIM が関連していた。また、入

院早期における 10分間の歩行時間延長が 8%のADL改善に繋がることを

明らかにしたことにより、今後の呼吸器障害理学療法学に関する研究へ

の進展が大いに期待される。 

 

以上のように本論文は呼吸器障害理学療法学に関する研究に貢献する

ところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値する

ものと判断した。 

 

 

 


